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　米国航空宇宙局(NASA)の水星探査機「メッセ
ンジャー」は2008年1月、水星に高度約200km
まで接近して、フライバイ(近傍通過)を行い、米
国のマリナー 10号のフライバイ (1974年3月、同
年9月、1975年3月) 以来、約33年ぶりに水星の
表面、磁場などを観測した。2004年8月の打上げ
後、地球と1回、金星と2回のフライバイを経て、
今回のフライバイに成功した。2008年10月およ
び2009年9月のフライバイの際にも水星の観測を
行い、2011年3月、探査機としては初めて水星周
回軌道に投入される。
　水星と太陽との距離は、地球と太陽との距離の
約3分の1程度であるため、水星周回軌道は苛酷な
熱環境である。メッセンジャーの場合、シャトル
にも使用されているセラミック繊維で覆われた耐
熱防護板で衛星本体を保護している。耐熱防護板
の外側表面の温度は最高約370℃に達するが、搭
載機器は室温レベルで作動するよう設計されてい
る。材料技術などの進展により、探査機の水星周
回軌道投入が可能になったと言える。
　太陽系天体の地球型惑星である水星、金星、地球、
火星のうち、固有磁場が存在するのは、地球以外
では水星のみである。地球の約1%程度の強度の固
有磁場の存在がマリナー 10号の観測により明らか
にされている。
　地球では、溶融鉄を主成分とする外核の対流に
起因するダイナモ作用により磁場が発生している
と考えられており、水星でも、同様のメカニズム
で磁場が発生していると推測される。しかし赤道
半径は、地球が約6,378㎞であるのに対し、水星
は約2,439㎞であり、月より僅かに大きい程度で
ある。このように小さい惑星の核は、純粋な鉄の
みから成る場合にはすでに凝固していることも考
えられるが、硫黄などの混入により融点が下がり、
液状の外核が維持されているのではないかとの説
もある。
　固有磁場の存在以外にも、水星には謎が多い。地
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　2008年1月、米国航空宇宙局(NASA)の水星探査機「メッセンジャ 」ーは、水星とのフライバイ(近傍通過)
を行い、米国のマリナー10号以来約33年ぶりに表面、磁場などを観測した。地球と同様な固有磁場の存在、
他の地球型惑星とは異なる高い密度、極域クレータ底の氷の存在の可能性など水星には未解明の点が多い。
フライバイのみによるマリナー10号の観測は限定的だったが、メッセンジャーはさらに２回の水星とのフライバ
イを経て、2011年3月、探査機としては初めて水星周回軌道に投入され、約1年間、表面の地形、鉱物･化学
組成や磁場などの観測を行う。(独)宇宙航空研究開発機構（JAXA）も欧州宇宙機関（ESA）と「ベピ･コロンボ」
水星探査計画で協力し、2013年の打上げに向け、それぞれ探査機を開発する予定である。
球型惑星では平均半径と密度との間に相関関係が
見られるが、水星のみ高密度側に乖
か い り
離している。極
域クレータ底の氷の存在を示唆する地上レーダー
観測データの真偽も未解決である。
　フライバイを行ったマリナー 10号では、水星表
面の約45％が観測されたのみで、磁場の観測も限
定的だった。メッセンジャーは、水星を約1地球年
(約4水星年、約2水星日に相当)周回して、表面の
地形、鉱物･化学組成や磁場などの観測を行い、上
記のような未解明の点を明らかにするものと期待
される。
　欧州宇宙機関（ESA）と日本の(独) 宇宙航空研
究開発機構（JAXA）も｢ベピ･コロンボ｣水星探査
計画で協力し、2013年に探査機を打ち上げる予定
である。この計画では、ESAは水星の表面地形、
鉱物･化学組成の観測を主目的とする水星表面探査
機、JAXAは水星の磁場・磁気圏の観測を主目的と
する水星磁気圏探査機を開発する予定である。
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水星周回軌道のメッセンジャー ( 想像図 )
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